
蝦夷三官寺（有珠善光寺、様似等澍院、厚岸国泰寺）

～未来に伝えるアイヌと和人の関係史～

蝦夷三官寺とは、江戸幕府が1804年に現在
の伊達市・様似町・厚岸町に建立した3つ
の寺院の総称である。各寺は蝦夷地で死亡
した和人の葬儀とアイヌ民族への仏教布教
を目的とし、背景には対ロシア政策として
幕府による蝦夷地支配を示す狙いがあった。
しかし、アイヌと和人の文化接触は比較的
緩やかであったため、アイヌ文化の儀礼・
祭祀の独自性は損なわれず、かつ各寺に対
する信仰と崇敬の念が保たれたまま今日に
至っている。そこには明治期以降とは異な
るアイヌと和人の関係史がみてとれる。


